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（公社）日本建築士会連合会の取り組み
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報告内容

1.建築士会連合会におけるBIMの活動

2.令和3年度 建築士会 情報部会の活動概要

3.BIMポータルサイト

4.サポート建築士（建築士会会員）

5.BIMフォローアップ・ウィーク 開催内容

6.チュートリアルテキスト、動画公開サイト閲覧結果

7.活動の成果

8.次年度の取り組み 情報広報委員会

情報部会長 大石佳知（岐阜県建築士会）

第８回建築 B I M推進会議

資 料 ８



建築士会連合会におけるBIMの活動
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①建築士会BIM-TF （主査：梓設計 安野芳彦 氏 ほか）

⇒建築BIM推進会議 各部会への参画、連携

②建築技術委員会 建築施工部会（部会長：大成建設 池田宏俊氏 ほか）

⇒建築施工におけるBIMを考える～BIMを始めるときに注意するポイント～の検討作業

③情報・広報委員会 情報部会 （部会長：大石佳知 ほか）

⇒BIMの普及にむけた活動 ※本資料にて報告

体制 サポート（建築士会会員）建築士：6名、各県建築士会、ソフトウェアベンダー４社

④日本建築士会連合会 事務局

⇒建築確認におけるBIM活用推進協議会ほか他団体との連携

建築BIM推進会議各部会への参画と、会員建築士にむけてBIMスキルアップマテリアルを提供し、シンポジウムを開催した



令和3年度 建築士会 情報部会の活動概要
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求めている操作性や機能をソフトウェア毎に比較できるようにしたが、決めきれない建築士に向けてフォローアップを実施

Ｂ
Ｉ
Ｍ
普
及
の
課
題

BIMの便利さを知らない

小規模建物では活用できない

ソフトウェアを比較できない

比較できる教材がない

相談できる人がいない

ビ
ギ
ナ
ー
へ
の
と
り
く
み

スタートアップセミナーの開催

会員建築士活用事例

体験版使用期間の延長等に対応

テキストの公開

木造建物モデリングテキスト

基本設計からプレゼンテーションまで

4ベンダーのソフトウェアに対応

テンプレートファイルを公開

動画の公開

すき間時間に学べる動画の長さ

操作の解説動画を公開

決めきれない建築士が大勢いる

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ウ
ィ
ー
ク

シンポジウム

建築BIM推進会議の活動

BIMの世界潮流

BIM活用のアドバイス

若手建築士のBIM活用事例

BIMによる4号確認申請図書

オンラインイベント

Vectorworks＆Archicad Day

GLOOBE＆Revit Day

製品紹介

サポート建築士BIM活用事例

モデリングガイダンス

オンラインQA



建築士会連合会 BIMポータルサイト
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ポータルサイトや本事業の概要を各県建築士会や建築士会全国大会（オンライン開催）で告知した



サポート建築士（建築士会会員）
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・建築士会連合会BIMポータルサイト サポート建築士の紹介

身近に感じる会員建築士のBIMへの取り組みや顔写真を掲載し、BIMへのはじめの一歩のハードルを下げるように工夫した。
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シンポジウムではBIMの明るい展望について紹介、各日はBIMソフトウェアユーザーとベンダーがオンラインでつながるイベントとした

2月14日（月）：シンポジウム

基調講演「BIMの潮流 これからの時代を考える」

～ITジャーナリスト 家入龍太氏

BIM活用事例① 「BIMを使った実施設計、確認申請のワークフローについて」

～吉田浩司氏（IXREA代表） 連合会青年委員会九州ブロック代表委員

BIM活用事例② 「国土交通省 建築BIM推進会議を中心とした建築界の動きと、組織設計事務所でのBIM活用について」

～建築士会BIM-TF主査 梓設計 安野芳彦氏

BIM活用事例③ 「BIM活用の第一歩～これからBIMに取り組む方に向けて」

～BIM LABO、アド設計 鈴木裕二氏

BIM活用事例④「BIMソフトウェアを使った確認申請図面作成」

～建築確認におけるBIM活用推進協議会 武藤正樹氏

２月15日（火）～2月18日（金）

VECTORWORKS＆ARCHICAD DAY

２月15日（火）～2月18日（金）

GLOOBE＆REVIT DAY

BIMフォローアップ・ウィーク 開催内容



チュートリアルテキスト、動画公開サイト

閲覧結果（ソフトウェア、章、年齢毎）
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全国で２２７０名の建築士が木造BIMに挑戦した。２０代が少ないのは会員年齢構成によるところもある。

2122/1/6

で示した部分は、2121/11/30の数字を示す



活動の成果
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４０代、５０代の建築士が新技術を取り入れようとしている。２月のオンラインイベントも大盛況だった

２０代

2%
３０代

7%

４０代

24%

５０代

33%

６０代

22%

７０代

12%

年代別動画アクセス数

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代

2021/9/4

スタートアップセミナー参加者

2021/9/4～2021/3/16

BIM初心者講習会参加者

2022/2/14 フォローアップウィーク

シンポジウム

2022/2/15-16 フォローアップウィーク

Vectorworks＆Archicad Day

2022/2/17-18 フォローアップウィーク

GLOOBE＆Revit Day

524
人

2270
人

176
人

241
人

191
人



次年度の取り組み
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建築士がBIMに関する知識を継続的に深めていく必要性、ユーザー会はそのために機能することを期待したい

BIMソフトを絞ることの難しさ

どのBIMソフトが自身

にあっているのか、操作

性や機能としてどこまで

求めるのか見分けるの

が困難

スキルアップと投資コスト

使い始めてからのスキ

ル（レベル）アップと、

設備投資を回収する

イメージがつかめない

つまづいたときにすぐに聞けない

テキストに描かれていな

い応用操作をすると、

意図せぬ結果になり、

自社のプロジェクトに活

かしきれない

地方では未だBIMの普及は低
く、都市部のように拡がっていな
い。

操作方法や、PCのスペックなど、
隣席の人に気軽に聞けるような
ユーザー会の必要性



【団体報告資料】

（公社）日本建築士会連合会の取り組み
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ご清聴ありがとうございました。

情報広報委員会

情報部会長 大石佳知（岐阜県建築士会）


